
(57)【要約】

【課題】内燃機関１の各気筒に連通連結される個別吸気

路１１ａ～１１ｄの上流側にサージタンク１２を設けた

吸気装置１０において、内燃機関１の始動時における回

転数のオーバーシュートならびにバックファイアによる

二次的弊害を共に効果的に回避する。

【解決手段】サージタンク１２に一体または別体に連通

連結される負圧タンク１６と、負圧タンク１６とサージ

タンク１２とを連通状態または非連通状態とするバルブ

１８と、このバルブ１８の開閉動作を制御する制御手段

２０とを含む。制御手段２０は、内燃機関１の運転中で

サージタンク１２内が負圧状態のときにバルブ１８を開

いて所定時間後に閉じることにより負圧タンク１６内を

負圧状態に保持させる処理と、内燃機関１を始動するた

めの条件成立時にバルブ１８を所定時間だけ開いてサー

ジタンク１２内を減圧する処理と、内燃機関１を始動さ

せるときにバルブ１８を閉じる処理とを行う。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 燃 機 関 の 各 気 筒 に 連 通 連 結 さ れ る 個 別 吸 気 路 の 上 流 側 に サ ー ジ タ ン ク を 設 け た 吸 気 装
置 で あ っ て 、
　 前 記 サ ー ジ タ ン ク に 一 体 ま た は 別 体 に 連 通 連 結 さ れ る 負 圧 タ ン ク と 、 こ の 負 圧 タ ン ク と
サ ー ジ タ ン ク と を 連 通 状 態 ま た は 非 連 通 状 態 と す る バ ル ブ と 、 こ の バ ル ブ の 開 閉 動 作 を 制
御 す る 制 御 手 段 と を 含 み 、
　 か つ 、 前 記 制 御 手 段 は 、 内 燃 機 関 の 運 転 中 で 前 記 サ ー ジ タ ン ク 内 が 負 圧 状 態 の と き に 前
記 バ ル ブ を 開 い て 所 定 時 間 後 に 閉 じ る こ と に よ り 負 圧 タ ン ク 内 を 負 圧 状 態 に 保 持 さ せ る 処
理 と 、 内 燃 機 関 を 始 動 す る た め の 条 件 成 立 時 に 前 記 バ ル ブ を 所 定 時 間 だ け 開 い て サ ー ジ タ
ン ク 内 を 減 圧 す る 処 理 と 、 内 燃 機 関 を 始 動 さ せ る と き に 前 記 バ ル ブ を 閉 じ る 処 理 と を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 内 燃 機 関 の 吸 気 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 制 御 手 段 は 、 イ グ ニ ッ シ ョ ン ス イ ッ チ か ら の オ ン 信 号 出 力 を 検
知 し た と き に 始 動 条 件 が 成 立 し た と 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 内 燃 機 関 の 吸 気 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 前 記 制 御 手 段 は 、 ス タ ー タ ス イ ッ チ が オ ン さ れ た と き に 内
燃 機 関 を 始 動 さ せ る も の と し て 判 断 す る こ と を 特 徴 と す る 内 燃 機 関 の 吸 気 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 燃 機 関 の 各 気 筒 に 連 通 連 結 さ れ る 個 別 吸 気 路 の 上 流 側 に サ ー ジ タ ン ク を 設
け た 吸 気 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 等 の 車 両 に 搭 載 さ れ る 内 燃 機 関 の 吸 気 装 置 は 、 一 般 的 に 、 内 燃 機 関 の 各 気 筒 に 連
通 連 結 さ れ る 個 別 吸 気 路 に サ ー ジ タ ン ク を 設 け 、 こ の サ ー ジ タ ン ク に 外 気 導 入 路 を 連 通 連
結 し 、 こ の 外 気 導 入 路 に エ ア ク リ ー ナ や ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ 等 を 設 け た 構 造 に な っ て い る （
例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 個 別 吸 気 路 に そ れ ぞ れ イ ン ジ ェ ク タ を 取 り 付 け た タ イ プ の 内 燃 機 関 で は 、 内 燃 機
関 を 運 転 停 止 し た 状 態 に お い て 、 時 間 経 過 に 伴 い 外 気 導 入 路 か ら サ ー ジ タ ン ク 内 へ 空 気 が
流 入 し て 吸 気 経 路 全 体 が 大 気 圧 に な る う え 、 例 え ば イ ン ジ ェ ク タ の 噴 射 ノ ズ ル か ら 燃 料 が
僅 か な が ら も 滴 下 す る 等 し て 個 別 吸 気 路 内 で 気 化 し て い る よ う な 状 態 に な っ て い る と 、 こ
の 個 別 吸 気 路 か ら 外 気 導 入 路 に 至 る ま で の 吸 気 経 路 に お け る Ｈ Ｃ 濃 度 が 高 く な っ て し ま う
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 の よ う な 状 況 に お い て 、 内 燃 機 関 を 始 動 し た と き に 、 例 え ば バ ッ ク フ ァ
イ ア が 発 生 す る と 、 燃 焼 室 内 の 火 炎 が 吸 気 系 の 上 流 ま で 伝 播 す る お そ れ が あ り 、 吸 気 系 各
部 の 耐 久 性 を 低 下 さ せ る 一 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に 対 し 、 前 記 の バ ッ ク フ ァ イ ア 発 生 時 に エ ア ク リ ー ナ へ の 火 炎 伝 播 を 阻 止 す る よ う
に し た 提 案 が あ る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 従 来 例 で は 、 内 燃 機 関 へ の 空 気 導 入 路 に お い て ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ ま た は キ ャ ブ レ タ
と エ ア ク リ ー ナ と の 間 に ノ ー マ リ オ ー プ ン タ イ プ の 逆 止 弁 を 設 け 、 バ ッ ク フ ァ イ ア が 発 生
し た と き に 逆 止 弁 を 閉 じ る よ う な 構 成 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 吸 気 系 に サ ー ジ タ ン ク お よ び レ ゾ ネ ー タ を 設 け た 内 燃 機 関 に お い て 、 そ の 始 動 時
に バ ッ ク フ ァ イ ア が 発 生 し た と し て も レ ゾ ネ ー タ へ の 火 炎 伝 播 を 阻 止 す る よ う に し た 提 案
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が あ る （ 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 従 来 例 で は 、 サ ー ジ タ ン ク と レ ゾ ネ ー タ と を 仕 切 る 隔 壁 に 開 閉 バ ル ブ を 設 け 、 内 燃
機 関 の 始 動 時 に 開 閉 バ ル ブ を 閉 じ て 、 内 燃 機 関 が 始 動 す る と 開 閉 バ ル ブ を 開 く よ う に し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 吸 気 系 に 所 定 容 量 の 空 間 を 有 す る イ ン テ ー ク マ ニ ホ ー ル ド を 装 備 し た 内 燃 機 関
に お い て 、 そ の 始 動 時 に 内 燃 機 関 の オ ー バ ー シ ュ ー ト （ 内 燃 機 関 の 回 転 数 が 急 激 に 吹 き 上
が る 現 象 ） を 抑 制 ま た は 防 止 す る よ う に し た 提 案 が あ る （ 特 許 文 献 ４ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 従 来 例 で は 、 イ ン テ ー ク マ ニ ホ ー ル ド に お け る 所 定 容 量 の 空 間 に 負 圧 タ ン ク を 連 通
連 結 し 、 こ の 連 通 部 分 に 開 閉 バ ル ブ を 設 け 、 内 燃 機 関 の 始 動 時 に 開 閉 バ ル ブ を 開 い て 、 内
燃 機 関 が 始 動 す る と 開 閉 バ ル ブ を 閉 じ る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ １ ７ ８ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ５ ９ － １ ３ ７ ３ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ８ ８ ２ ９ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ７ ２ ２ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 特 許 文 献 ２ の 従 来 例 で は 、 バ ッ ク フ ァ イ ア が 発 生 し た と き に 逆 止 弁 を 閉 じ る こ と に
よ っ て 、 エ ア ク リ ー ナ へ の 火 炎 伝 播 を 阻 止 す る こ と が 可 能 で あ る が 、 仮 に 、 個 別 吸 気 路 の
吸 気 方 向 上 流 側 で ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ よ り も 吸 気 方 向 下 流 側 に サ ー ジ タ ン ク を 配 置 す る 場 合
に は 、 こ の サ ー ジ タ ン ク 内 へ 火 炎 が 伝 播 す る お そ れ が あ る と 言 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 特 許 文 献 ３ の 従 来 例 で は 、 内 燃 機 関 の 始 動 時 に バ ッ ク フ ァ イ ア が 発 生 し て も 、 開 閉
バ ル ブ を 閉 じ る こ と に よ っ て 、 レ ゾ ネ ー タ へ の 火 炎 伝 播 を 阻 止 す る こ と が 可 能 で あ る が 、
個 別 吸 気 路 と サ ー ジ タ ン ク と が 連 通 し た ま ま の 状 態 に な っ て い る か ら 、 サ ー ジ タ ン ク 内 へ
火 炎 が 伝 播 す る お そ れ が あ る と 言 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 特 許 文 献 ４ の 従 来 例 で は 、 内 燃 機 関 の 始 動 時 に お け る 回 転 数 の オ ー バ ー シ ュ ー ト を
抑 制 す る こ と は 可 能 で あ る が 、 バ ッ ク フ ァ イ ア の 発 生 を 考 慮 し て い な い 。 と い う の は 、 内
燃 機 関 の 始 動 時 に は 、 オ ー バ ー シ ュ ー ト 対 策 の た め に 開 閉 バ ル ブ を 開 い て い て イ ン テ ー ク
マ ニ ホ ー ル ド と 負 圧 タ ン ク と が 連 通 し た ま ま の 状 態 に な っ て い る の で 、 バ ッ ク フ ァ イ ア が
発 生 す る と 、 イ ン テ ー ク マ ニ ホ ー ル ド か ら 負 圧 タ ン ク を 含 む 吸 気 系 上 流 へ の 火 炎 伝 播 を 阻
止 す る こ と は 無 理 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に い ず れ の 従 来 例 に も 改 良 の 余 地 が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 サ ー ジ タ ン ク を 装 備 す る 内 燃 機 関 の 吸 気 装 置 に お い て 、 内 燃 機 関 の 始 動 時 に
、 回 転 数 の オ ー バ ー シ ュ ー ト を 抑 制 し て 車 両 搭 乗 者 の 不 快 感 を 軽 減 す る と と も に 、 バ ッ ク
フ ァ イ ア が 発 生 し て も 個 別 吸 気 路 か ら サ ー ジ タ ン ク へ の 火 炎 伝 播 を 抑 制 ま た は 防 止 し て 吸
気 経 路 の 耐 久 性 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 内 燃 機 関 の 各 気 筒 に 連 通 連 結 さ れ る 個 別 吸 気 路 の 上 流 側 に サ ー ジ タ ン ク を 設
け た 吸 気 装 置 で あ っ て 、 前 記 サ ー ジ タ ン ク に 一 体 ま た は 別 体 に 連 通 連 結 さ れ る 負 圧 タ ン ク
と 、 こ の 負 圧 タ ン ク と サ ー ジ タ ン ク と を 連 通 状 態 ま た は 非 連 通 状 態 と す る バ ル ブ と 、 こ の
バ ル ブ の 開 閉 動 作 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 含 み 、 か つ 、 前 記 制 御 手 段 は 、 内 燃 機 関 の 運 転
中 で 前 記 サ ー ジ タ ン ク 内 が 負 圧 状 態 の と き に 前 記 バ ル ブ を 開 い て 所 定 時 間 後 に 閉 じ る こ と
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に よ り 負 圧 タ ン ク 内 を 負 圧 状 態 に 保 持 さ せ る 処 理 と 、 内 燃 機 関 を 始 動 す る た め の 条 件 成 立
時 に 前 記 バ ル ブ を 所 定 時 間 だ け 開 い て サ ー ジ タ ン ク 内 を 減 圧 す る 処 理 と 、 内 燃 機 関 を 始 動
さ せ る と き に 前 記 バ ル ブ を 閉 じ る 処 理 と を 行 う こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 負 圧 タ ン ク を サ ー ジ タ ン ク と 別 体 と し て サ ー ジ タ ン ク に 連 通 路 を 介 し て 連 結 す る
場 合 に は 、 連 通 路 に バ ル ブ を 設 け る こ と が で き る 。 ま た 、 負 圧 タ ン ク を サ ー ジ タ ン ク と 一
体 的 に 隔 壁 を 介 し て 設 け る 場 合 に は 、 隔 壁 に バ ル ブ を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 内 燃 機 関 の ア イ ド リ ン グ 運 転 中 に サ ー ジ タ ン ク 内 が 負 圧 大 状
態 に な る の で 、 そ の と き に 負 圧 タ ン ク 内 の 空 気 が サ ー ジ タ ン ク 内 に 吸 引 さ れ る こ と に な り
、 内 燃 機 関 へ 供 給 さ れ る 。 そ の 状 態 で 内 燃 機 関 の 運 転 が 一 旦 停 止 さ れ る と 、 サ ー ジ タ ン ク
内 が 負 圧 状 態 に な っ て い て も 、 外 気 導 入 路 か ら 外 気 が 少 し ず つ サ ー ジ タ ン ク 内 に 吸 入 さ れ
る こ と に な り 、 サ ー ジ タ ン ク 内 が 大 気 圧 に 近 づ く 。 こ の よ う な 状 態 で 内 燃 機 関 を 始 動 さ せ
た と き 、 そ の 始 動 前 に サ ー ジ タ ン ク 内 お よ び 個 別 吸 気 路 内 を 減 圧 し て 空 気 を 排 除 し て い る
か ら 、 従 来 例 の よ う に サ ー ジ タ ン ク 内 お よ び 個 別 吸 気 路 内 か ら 燃 焼 室 へ 大 量 の 空 気 が 導 入
さ れ な く な る 。 こ れ に よ り 、 内 燃 機 関 の 回 転 数 の オ ー バ ー シ ュ ー ト （ 回 転 数 が 必 要 以 上 に
上 昇 す る 吹 き 上 が り 現 象 ） が 抑 制 ま た は 防 止 さ れ る こ と に な り 、 車 両 搭 乗 者 が 不 快 感 を 受
け ず に 済 む よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か も 、 前 記 内 燃 機 関 の 停 止 中 、 つ ま り 始 動 前 に お い て 、 仮 に 、 個 別 吸 気 路 内 お よ び サ
ー ジ タ ン ク 内 に 存 在 し て い る 空 気 に 、 例 え ば イ ン ジ ェ ク タ の 噴 射 ノ ズ ル か ら 滴 下 し て 気 化
し た 燃 料 等 が 混 じ っ て い て 、 Ｈ Ｃ 濃 度 が 高 く な っ て い る よ う な 状 況 で あ っ て も 、 上 述 し た
よ う な 内 燃 機 関 の 始 動 前 の 処 理 に よ っ て 、 サ ー ジ タ ン ク 内 お よ び 個 別 吸 気 路 内 の 燃 料 混 じ
り の 空 気 が 負 圧 タ ン ク に 吸 引 さ れ る こ と に な っ て 、 サ ー ジ タ ン ク 内 の Ｈ Ｃ 濃 度 が ゼ ロ ま た
は 低 い 状 態 と さ れ る の で 、 内 燃 機 関 を 始 動 さ せ た と き に 、 バ ッ ク フ ァ イ ア が 発 生 し て も 、
燃 焼 室 内 の 火 炎 が 個 別 吸 気 路 内 お よ び サ ー ジ タ ン ク 内 へ 伝 播 し に く く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 制 御 手 段 は 、 イ グ ニ ッ シ ョ ン ス イ ッ チ か ら の オ ン 信 号 出 力 を 検 知 し た
と き に 始 動 条 件 が 成 立 し た と 判 断 す る も の と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 内 燃 機 関 の 始 動 条 件 を 特 定 す れ ば 、 本 発 明 の 作 用 、 効 果 が よ り 明 確 に な る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 制 御 手 段 は 、 ス タ ー タ ス イ ッ チ が オ ン さ れ た と き に 内 燃 機 関 を 始 動 さ
せ る も の と し て 判 断 す る も の と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 内 燃 機 関 の 始 動 時 期 を 特 定 す れ ば 、 本 発 明 の 作 用 、 効 果 が よ り 明 確 に な る
。 例 え ば 、 内 燃 機 関 を 始 動 す る 前 に サ ー ジ タ ン ク を 減 圧 し て い る か ら 、 ス タ ー タ ス イ ッ チ
を オ ン し て 内 燃 機 関 を 始 動 さ せ た と き に 、 サ ー ジ タ ン ク 内 か ら 内 燃 機 関 の 燃 焼 室 内 へ 空 気
が 流 入 し に く く な っ て 、 内 燃 機 関 の 始 動 直 後 に 回 転 数 の オ ー バ ー シ ュ ー ト を 抑 制 ま た は 防
止 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 制 御 手 段 は 、 内 燃 機 関 を 制 御 す る エ ン ジ ン Ｅ Ｃ Ｕ を 利 用 し て 構 成 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 場 合 、 吸 気 装 置 専 用 の 制 御 手 段 が 不 要 で あ り 、 設 備 コ ス ト の 低 減 に 貢 献 で き る よ う
に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 内 燃 機 関 の 始 動 時 に 、 回 転 数 の オ ー バ ー シ ュ ー ト を 抑 制 し て 車 両 搭 乗
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者 の 不 快 感 を 軽 減 す る と と も に 、 バ ッ ク フ ァ イ ア が 発 生 し て も 個 別 吸 気 路 か ら サ ー ジ タ ン
ク へ の 火 炎 伝 播 を 抑 制 ま た は 防 止 し て 吸 気 経 路 の 耐 久 性 向 上 を 図 る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 示 し て 説 明 す る 。 図 １ か ら 図 ５ に 本 発 明 の 一 実 施 形 態
を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 吸 気 装 置 の 使 用 対 象 と な る 内 燃 機 関 １ と し て 、 例 え ば
自 動 車 等 の 車 両 に 搭 載 さ れ る 直 列 四 気 筒 構 造 の ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 例 に 挙 げ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 つ ま り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 内 燃 機 関 １ は 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ２ に 四 つ の 気 筒 （ シ リ ン
ダ ） ＃ １ ～ ＃ ４ が 一 直 線 上 に 並 ん で 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ２ の 各 気 筒 ＃ １ ～ ＃ ４ に は 、 そ れ ぞ れ ピ ス ト ン ３ ・ ・ ・ が 往 復 移 動 可
能 に 挿 入 さ れ て お り 、 各 気 筒 ＃ １ ～ ＃ ４ に お い て 各 ピ ス ト ン ３ の 上 端 と シ リ ン ダ ヘ ッ ド ４
と で 囲 む 空 間 が 、 そ れ ぞ れ 燃 焼 室 ５ ・ ・ ・ と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ４ に は 、 吸 気 ポ ー ト ４ ａ お よ び 排 気 ポ ー ト ４ ｂ が 各 燃 焼 室 ５ 毎 に 対 応 し
て 設 け ら れ て い る 。 吸 気 ポ ー ト ４ ａ 、 排 気 ポ ー ト ４ ｂ に お け る 各 燃 焼 室 ５ 側 の 開 口 は 、 吸
気 バ ル ブ ６ 、 排 気 バ ル ブ ７ で 開 閉 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ８ は 点 火 プ ラ グ で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 各 吸 気 ポ ー ト ４ ａ に は 、 吸 気 装 置 １ ０ が 、 ま た 、 各 排 気 ポ ー ト ４ ｂ に は 、 エ キ ゾ ー ス ト
マ ニ ホ ー ル ド （ 図 示 、 符 号 省 略 ） が そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 に 係 る 吸 気 装 置 １ ０ の 一 実 施 形 態 の 構 成 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 吸 気 装 置 １ ０ は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ４ の 各 吸 気 ポ ー ト ４ ａ ・ ・ ・ に 個 別 に 連 通 連 結 さ れ る
複 数 （ 四 つ ） の 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ の 上 流 側 に 、 単 一 の サ ー ジ タ ン ク １ ２ を 連 通 連
結 し た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ は 、 そ の 全 体 を 一 つ の 塊 と し て 形 成 す る こ と に よ っ て イ ン テ
ー ク マ ニ ホ ー ル ド と 呼 ば れ る も の と さ れ る が 、 こ の 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ に は 、 燃 料
を 噴 射 す る イ ン ジ ェ ク タ １ ５ ・ ・ ・ が 個 別 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 単 一 の サ ー ジ タ ン ク １ ２ に は 、 外 気 導 入 路 １ ３ が 連 通 連 結 さ れ て い る 。 こ の 外 気 導 入 路
１ ３ の 吸 気 方 向 下 流 側 に は 、 図 示 省 略 の ア ク セ ル ペ ダ ル の 操 作 に 基 づ い て 開 閉 さ れ る ス ロ
ッ ト ル ボ デ ィ １ ４ が 設 置 さ れ て お り 、 こ の ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ １ ４ よ り 吸 気 方 向 上 流 に エ ア
ク リ ー ナ （ 図 示 省 略 ） 等 が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ に は 、 そ れ と は 別 体 の 負 圧 タ ン ク １ ６ が 連 通 路 １ ７ を 介 し て
連 通 連 結 さ れ て い る 。 こ の 連 通 路 １ ７ に は 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ と 負 圧 タ ン ク １ ６ と を 連 通
す る 状 態 ま た は 非 連 通 と す る 状 態 と す る た め の バ ル ブ １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の バ ル ブ
１ ８ を 閉 じ る と 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ と 負 圧 タ ン ク １ ６ と が 非 連 通 状 態 に 、 ま た 、 バ ル ブ １
８ を 開 く と 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ と 負 圧 タ ン ク １ ６ と が 連 通 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 詳 し く は 、 負 圧 タ ン ク １ ６ は 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ と 略 同 等 の 容 積 を 有 し て い る 。 バ ル ブ
１ ８ は 、 例 え ば バ タ フ ラ イ 式 の 弁 体 を 空 気 圧 や 電 気 モ ー タ 等 の 適 宜 の ア ク チ ュ エ ー タ で 直
接 的 、 あ る い は ワ イ ヤ ー 等 を 介 し て 間 接 的 に 開 閉 さ れ る 構 成 と さ れ 、 そ の 開 閉 動 作 は 制 御
手 段 ２ ０ に よ っ て 適 宜 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 制 御 手 段 ２ ０ は 、 例 え ば 内 燃 機 関 １ の 全 般 的 な 動 作 制 御 を 行 う エ ン ジ ン Ｅ Ｃ Ｕ で 兼
用 さ れ て お り 、 少 な く と も 内 燃 機 関 １ の 始 動 時 に お け る オ ー バ ー シ ュ ー ト 対 策 お よ び バ ッ
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ク フ ァ イ ア 対 策 に 関 す る 処 理 を 実 行 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 つ ま り 、 制 御 手 段 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 少 な く と も 圧 力 セ ン サ ２ １ 、 イ グ ニ ッ シ
ョ ン ス イ ッ チ ２ ２ な ら び に ス タ ー タ ス イ ッ チ ２ ３ か ら の 出 力 信 号 が 入 力 さ れ る よ う に な っ
て お り 、 少 な く と も 、 例 え ば 図 ３ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 い 、 圧 力 セ ン サ ２ １ 、 イ グ ニ
ッ シ ョ ン ス イ ッ チ ２ ２ な ら び に ス タ ー タ ス イ ッ チ ２ ３ か ら の 出 力 に 基 づ き バ ル ブ １ ８ の 開
閉 動 作 を 制 御 す る こ と に よ り 、 内 燃 機 関 １ の 始 動 時 に お け る オ ー バ ー シ ュ ー ト 対 策 お よ び
バ ッ ク フ ァ イ ア 対 策 に 関 す る 処 理 を 実 行 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 圧 力 セ ン サ ２ １ は 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ 内 の 圧 力 を 検 出 す る も の で あ る 。 ま た 、 イ
グ ニ ッ シ ョ ン ス イ ッ チ ２ ２ お よ び ス タ ー タ ス イ ッ チ ２ ３ は 、 一 般 的 に 公 知 の よ う に 車 両 運
転 者 に よ り 操 作 さ れ る イ グ ニ ッ シ ョ ン キ ー （ 図 示 省 略 ） の 二 段 階 の 捻 り 操 作 に よ り 順 番 に
オ ン ま た は オ フ さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 、 上 述 し た 制 御 手 段 ２ ０ に よ る 処 理 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 内 燃 機 関 １ の 運 転 中 は 、 通 常 、 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ １ ４ の 開 度 に 応 じ て 外 気 導 入 路 １ ３ か
ら 取 り 込 ま れ て エ ア ク リ ー ナ （ 図 示 省 略 ） で 濾 過 さ れ た 空 気 が サ ー ジ タ ン ク １ ２ へ 導 入 さ
れ 、 こ の サ ー ジ タ ン ク １ ２ へ 導 入 さ れ た 空 気 が 、 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ に お い て イ ン
ジ ェ ク タ １ ５ ・ ・ ・ か ら 噴 射 さ れ る 燃 料 と 混 合 さ れ て 内 燃 機 関 １ の 各 燃 焼 室 ５ へ 送 ら れ 、
燃 焼 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 、 内 燃 機 関 １ を 運 転 停 止 す る と 、 時 間 経 過 に 伴 い 外 部 の 空 気 が 外 気 導 入 路 １ ３ か
ら ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ １ ４ 部 分 の 僅 か な 隙 間 を 通 過 し て 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 に 流 入
し て 吸 気 経 路 全 体 が 大 気 圧 に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 状 態 に お い て 、 例 え ば イ ン ジ ェ ク タ １ ５ の 噴 射 ノ ズ ル か ら 燃 料 が 僅 か な が ら も 滴 下
す る 等 し て 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 で 気 化 し て い る よ う な 状 態 に な っ て い る と 、 こ の
個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ か ら 外 気 導 入 路 １ ３ に 至 る ま で の 吸 気 経 路 に お け る Ｈ Ｃ 濃 度 が
高 く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う な 状 況 に お い て 、 内 燃 機 関 １ を 始 動 す る と 、 例 え ば 回 転 数 が 急 激 に 上 昇 す る と
い っ た オ ー バ ー シ ュ ー ト が 発 生 し て 、 車 両 搭 乗 者 に 不 快 感 を 与 え る ば か り か 、 バ ッ ク フ ァ
イ ア が 発 生 す る と 、 燃 焼 室 ５ 内 の 火 炎 で も っ て 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ や サ ー ジ タ ン ク
１ ２ 内 に 存 在 す る 燃 料 混 じ り の 空 気 に 着 火 し や す く な っ て 吸 気 系 の 上 流 ま で 火 炎 が 伝 播 す
る お そ れ が あ り 、 吸 気 経 路 全 体 の 耐 久 性 を 低 下 さ せ る 一 因 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 上 述 し た よ う な オ ー バ ー シ ュ ー ト を 抑 制 ま た は 防 止 す る と と も に 、
バ ッ ク フ ァ イ ア が 発 生 し た と し て も サ ー ジ タ ン ク １ ２ 内 へ の 火 炎 伝 播 を 阻 止 す る よ う に し
て い る の で 、 以 下 で 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま ず 、 例 え ば 内 燃 機 関 １ を ア イ ド リ ン グ 運 転 中 で 、 車 速 ゼ ロ （ 走 行 停 止 状 態 ） の 状 態 、
つ ま り サ ー ジ タ ン ク １ ２ 内 の 負 圧 が 大 き い 状 態 の と き に （ ス テ ッ プ Ｓ １ で 肯 定 判 定 ） 、 バ
ル ブ １ ８ を 開 け て サ ー ジ タ ン ク １ ２ と 負 圧 タ ン ク １ ６ と を 連 通 さ せ る と と も に 、 制 御 手 段
２ ０ の 内 部 タ イ マ を ス タ ー ト さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 こ れ に よ り 、 負 圧 タ ン ク １ ６ 内 の
気 体 が サ ー ジ タ ン ク １ ２ に 吸 引 さ れ る こ と に な っ て 、 負 圧 タ ン ク １ ６ 内 が 負 圧 状 態 と さ れ
る 。 こ う し て 所 定 時 間 が 経 過 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ３ で 肯 定 判 定 ） 、 バ ル ブ １ ８ を 閉 じ る こ
と に よ り 負 圧 タ ン ク １ ６ 内 を 負 圧 状 態 に 保 持 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 後 、 内 燃 機 関 １ の 運 転 が 一 旦 停 止 さ れ た と す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 。 こ の 状 態 で は 、
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外 気 導 入 路 １ ３ か ら サ ー ジ タ ン ク １ ２ ま で は 外 部 の 空 気 が 徐 々 に 導 入 さ れ る も の の 、 バ ル
ブ １ ８ が 閉 じ ら れ て い る の で 、 負 圧 タ ン ク １ ６ の 内 圧 は 不 変 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ し て 、 内 燃 機 関 １ を 再 度 、 始 動 す る に あ た っ て 、 ま ず イ グ ニ ッ シ ョ ン ス イ ッ チ ２ ２ が
オ ン さ れ る こ と で 始 動 条 件 が 成 立 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ６ で 肯 定 判 定 ） 、 バ ル ブ １ ８ を 開 く
と と も に 、 制 御 手 段 ２ ０ の 内 部 タ イ マ を ス タ ー ト さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。 こ れ に よ り 、
負 圧 タ ン ク １ ６ の 負 圧 に よ り サ ー ジ タ ン ク １ ２ 内 お よ び 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 の 空
気 が 負 圧 タ ン ク １ ６ に 吸 引 さ れ る こ と に な っ て 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ 内 が 減 圧 さ れ る こ と に
な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ う し て 所 定 時 間 が 経 過 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ８ で 肯 定 判 定 ） 、 バ ル ブ １ ８ を 閉 じ る （ ス
テ ッ プ Ｓ ９ ） こ と に よ り 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ と 負 圧 タ ン ク １ ６ と を 非 連 通 の 状 態 に 切 り 離
す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 方 、 所 定 時 間 が 経 過 す る ま で の 間 （ ス テ ッ プ Ｓ ８ で 否 定 判 定 ） は 、 ス タ ー タ ス イ ッ チ
２ ３ が オ ン さ れ る の を 待 ち 、 ス タ ー タ ス イ ッ チ ２ ３ が オ ン さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で 肯
定 判 定 ） 、 バ ル ブ １ ８ を 閉 じ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） こ と に よ り 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ と 負 圧
タ ン ク １ ６ と を 非 連 通 の 状 態 に 切 り 離 す 。 こ れ と 略 同 時 に 、 ス タ ー タ モ ー タ （ 図 示 省 略 ）
を 駆 動 す る こ と に よ り 内 燃 機 関 １ を 始 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の よ う に し て 内 燃 機 関 １ を 始 動 さ せ る と 、 そ の 始 動 時 に 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ 内 お よ び
個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 が 負 圧 状 態 に な っ て い て 空 気 が 存 在 し て い な い 関 係 よ り 、 従
来 例 の よ う に サ ー ジ タ ン ク １ ２ 内 お よ び 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 か ら 燃 焼 室 ５ へ 大 量
の 空 気 が 導 入 さ れ な く な る の で 、 内 燃 機 関 １ の 回 転 数 の オ ー バ ー シ ュ ー ト が 抑 制 ま た は 防
止 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の オ ー バ ー シ ュ ー ト は 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 ア イ ド リ ン グ 回 転 数 Ｎ ｅ １ よ り 若
干 大 き い 適 宜 の 設 定 回 転 数 Ｎ ｅ ２ を 越 え る と 車 両 搭 乗 者 の 不 快 感 が 激 し く な る の で 好 ま し
く な い が 、 前 記 設 定 回 転 数 Ｎ ｅ ２ 以 下 で あ れ ば 許 容 範 囲 と さ れ る 。 そ こ で 、 こ の 実 施 形 態
で は 、 前 記 オ ー バ ー シ ュ ー ト を 前 記 設 定 回 転 数 Ｎ ｅ ２ 以 下 と し 、 車 両 搭 乗 者 に 不 快 感 を 与
え な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 し か も 、 前 記 内 燃 機 関 １ の 始 動 前 に お い て 、 仮 に 、 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 お よ び
サ ー ジ タ ン ク １ ２ 内 に 存 在 し て い る 空 気 に 、 例 え ば イ ン ジ ェ ク タ ５ の 噴 射 ノ ズ ル か ら 滴 下
し て 気 化 し た 燃 料 等 が 混 じ っ て い て 、 Ｈ Ｃ 濃 度 が 高 く な っ て い る よ う な 場 合 で あ っ て も 、
上 述 し た 図 ３ の ス テ ッ プ Ｓ ６ ～ Ｓ ８ ま で の 始 動 前 処 理 に よ っ て 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ 内 お よ
び 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 の 燃 料 混 じ り の 空 気 が 負 圧 タ ン ク １ ６ に 吸 引 さ れ る こ と に
な っ て 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ 内 の Ｈ Ｃ 濃 度 が ゼ ロ ま た は 低 い 状 態 に さ れ る の で 、 内 燃 機 関 １
を 始 動 さ せ た と き に 、 仮 に バ ッ ク フ ァ イ ア が 発 生 し て も 、 燃 焼 室 ５ 内 の 火 炎 、 衝 撃 、 圧 力
が 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 お よ び サ ー ジ タ ン ク １ ２ 内 へ 伝 播 す る こ と が 阻 止 さ れ る こ
と に な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ち な み に 、 オ ー バ ー シ ュ ー ト の 制 限 量 、 な ら び に バ ッ ク フ ァ イ ア に よ る 二 次 的 弊 害 の 抑
制 度 合 い に つ い て は 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ お よ び 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 の 合 計 容 積 と
負 圧 タ ン ク １ ６ の 容 積 と の 比 率 や 、 バ ル ブ １ ８ の 開 時 間 等 を 特 定 す る こ と に よ っ て 、 適 宜
調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 形 態 に 示 す 吸 気 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 内 燃 機 関 １ の 始 動 時
に お け る 回 転 数 の オ ー バ ー シ ュ ー ト な ら び に バ ッ ク フ ァ イ ア に よ る 二 次 的 弊 害 を 共 に 効 果
的 に 回 避 す る こ と が 可 能 に な る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-187122 A 2007.7.26



【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ １ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 負 圧 タ ン ク １ ６ を サ ー ジ タ ン ク １ ２ と 別 体 と し た 例 を 挙 げ て
い る が 、 一 体 的 に 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う に 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ は 、 略 円 筒 形 に 形 成 さ れ 、 そ の 内 部 は 、 隔
壁 １ ２ Ｃ で も っ て 軸 方 向 に 沿 っ て 半 割 り と さ れ た よ う な 半 円 筒 形 の 部 屋 １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ に
仕 切 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の う ち 、 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ が 存 在 す る 側 の 部 屋 １ ２ Ａ が サ ー ジ タ ン ク １ ２ と
さ れ 、 残 り の 部 屋 １ ２ Ｂ が 負 圧 タ ン ク １ ６ と さ れ 、 隔 壁 １ ２ Ｃ に は 、 バ ル ブ １ ８ が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て も 、 バ ル ブ １ ８ の 開 閉 動 作 の 制 御 に つ い て は 上 記 実 施 形 態 と 同
様 で あ り 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 、 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ ２ ） 上 記 （ １ ） の よ う に 、 負 圧 タ ン ク １ ６ を サ ー ジ タ ン ク １ ２ と 一 体 的 に 設 け る 場 合
の 他 の 実 施 形 態 と し て 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ６ で は 、 サ ー ジ タ ン ク １ ２ は 、 略 円 筒 形 に 形 成 さ れ 、 そ の 内 部 は 、 隔 壁 １ ２ Ｃ で も っ
て 軸 方 向 に 沿 っ て 半 割 り と さ れ た よ う な 半 円 筒 形 の 部 屋 １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ に 仕 切 ら れ て い る
。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の う ち 、 個 別 吸 気 路 １ １ ａ ～ １ １ ｄ が 連 通 連 結 さ れ る 側 の 部 屋 １ ２ Ａ が サ ー ジ タ ン ク
１ ２ と さ れ 、 残 り の 部 屋 １ ２ Ｂ が 負 圧 タ ン ク １ ６ と さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 そ し て 、 両 部 屋 １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ は 、 そ れ ら の 外 側 に 配 設 さ れ る 連 通 管 ３ ０ で 連 通 連 結 さ
れ 、 こ の 連 通 管 ３ ０ の 途 中 に 、 バ ル ブ １ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て も 、 バ ル ブ １ ８ の 開 閉 動 作 の 制 御 に つ い て は 上 記 実 施 形 態 と 同
様 で あ り 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 、 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 （ ３ ） 本 発 明 は 、 い わ ゆ る ア イ ド リ ン グ ス ト ッ プ を 行 う 場 合 に も 適 用 で き る 。 こ の 場 合
、 内 燃 機 関 １ の 運 転 中 に 負 圧 タ ン ク １ ６ 内 を 負 圧 状 態 に し て お き 、 内 燃 機 関 １ を ア イ ド リ
ン グ ス ト ッ プ し た 後 で 、 再 始 動 時 の 条 件 が 満 た さ れ た と き に 、 バ ル ブ １ ８ を 開 い て サ ー ジ
タ ン ク １ ２ と 負 圧 タ ン ク １ ６ と を 連 通 さ せ て 負 圧 タ ン ク １ ６ 内 を 負 圧 状 態 に す る 処 理 を 行
い 、 制 御 手 段 ２ ０ （ 例 え ば エ ン ジ ン Ｅ Ｃ Ｕ ） か ら ス タ ー タ モ ー タ （ 図 示 省 略 ） へ 与 え る 駆
動 信 号 の 出 力 に 応 答 し て 図 ３ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ １ １ の 処 理 、 つ ま り バ ル ブ １ ８ を 閉 じ て サ
ー ジ タ ン ク １ ２ と 負 圧 タ ン ク １ ６ と を 非 連 通 状 態 と す る 処 理 を 行 う よ う に す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の 場 合 も 、 ア イ ド リ ン グ ス ト ッ プ し て か ら 再 始 動 す る と き に 、 内 燃 機 関 １ の 回 転 数 の
オ ー バ ー シ ュ ー ト 現 象 を 抑 制 ま た は 防 止 で き て 、 バ ッ ク フ ァ イ ア が 発 生 し た と き で も 燃 焼
室 ５ 内 か ら の 火 炎 、 衝 撃 、 圧 力 が サ ー ジ タ ン ク １ ２ へ 伝 播 す る こ と を 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 な お 、 再 始 動 の 条 件 と し て は 、 公 知 の よ う に い ろ い ろ な 項 目 が あ る が 、 例 え ば 車 両 運 転
者 が ブ レ ー キ ペ ダ ル （ 図 示 省 略 ） を 踏 ん で い る 状 態 か ら 離 し た 状 態 へ 移 行 し た 状 況 、 車 両
運 転 者 が ア ク セ ル ペ ダ ル （ 図 示 省 略 ） を 踏 ん で い な い 状 態 か ら 踏 ん だ 状 態 へ 移 行 し た 状 況
等 が 挙 げ ら れ る 。

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-187122 A 2007.7.26



【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 内 燃 機 関 の 吸 気 装 置 の 一 実 施 形 態 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 吸 気 装 置 を 平 面 的 に 見 た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 制 御 手 段 に よ る 内 燃 機 関 の 動 作 説 明 に 用 い る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 内 燃 機 関 に お け る 始 動 時 に 発 生 す る オ ー バ ー シ ュ ー ト を 模 式 的 に 示 す グ ラ フ で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 内 燃 機 関 の 吸 気 装 置 の 他 の 実 施 形 態 で 、 図 １ に 対 応 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 内 燃 機 関 の 吸 気 装 置 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 で 、 図 ２ に 対 応 す る 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 　 　 　 　 　 １ 　 　 　 内 燃 機 関
　 　 　 　 　 　 ４ ａ 　 　 吸 気 ポ ー ト
　 　 　 　 　 　 ５ 　 　 　 燃 焼 室
　 　 　 　 　 １ ０ 　 　 　 吸 気 装 置
　 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 　 　 個 別 吸 気 路
　 　 　 　 　 １ ２ 　 　 　 サ ー ジ タ ン ク
　 　 　 　 　 １ ３ 　 　 　 外 気 導 入 路
　 　 　 　 　 １ ４ 　 　 　 ス ロ ッ ト ル ボ デ ィ
　 　 　 　 　 １ ５ 　 　 　 イ ン ジ ェ ク タ
　 　 　 　 　 １ ６ 　 　 　 負 圧 タ ン ク
　 　 　 　 　 １ ７ 　 　 　 連 通 路
　 　 　 　 　 １ ８ 　 　 　 バ ル ブ
　 　 　 　 　 ２ ０ 　 　 　 制 御 手 段
　 　 　 　 　 ２ １ 　 　 　 圧 力 セ ン サ
　 　 　 　 　 ２ ２ 　 　 　 イ グ ニ ッ シ ョ ン ス イ ッ チ
　 　 　 　 　 ２ ３ 　 　 　 ス タ ー タ ス イ ッ チ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(10) JP 2007-187122 A 2007.7.26



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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